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カービングの作品

新宿調理師専門学校にて
6月30日（金）うなぎ授業開催

※お手伝いを募集中です

新東調理士会は、うなぎ・日本料理の調理師を育成・紹介する会社です。
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毎
年
「
う
な
ぎ
の
授
業
」
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
新
宿
調
理

師
専
門
学
校
に
て
1
月
2
8
・
2
9

日
の
2
日
間
に
わ
た
り
　
「
調
理

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
8
日
は
料
理
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
（
団
体
展
）
、
和
食
文
化
伝
承
セ

ミ
ナ
ー
、
魚
卸
シ
ョ
ー
、
在
校
生

レ
ス
ト
ラ
ン
と
カ
フ
　
ェ
＆
ス

イ
ー
ツ
（
2
日
間
共
通
）
、
2
9
日
は

心
磨
き
コ
ン
テ
ス
ト
、
カ
ー
ビ
ン

グ
シ
ョ
ー
、
庖
丁
人
選
手
権
、
料

理
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
　
（
個
人
展
）

が
行
わ
れ
、
私
た
ち
は
2
8
日
に
参

観
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
、
大
盛
況
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
オ
ム
ラ
イ
ス
と
麻
婆
豆
腐

丼
、
カ
フ
ェ
で
は
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

と
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
プ
ロ
を

目
指
す
生
徒
さ
ん
た
ち
が
作
っ

た
だ
け
あ
っ
て
、
味
も
見
た
目
も

本
格
的
な
も
の
で
し
た
。

3
F
の
展
示
場
で
は
、
作
品
の

他
に
も
農
体
験
講
座
、
被
災
地
訪

問
、
体
育
祭
、
秋
の
収
穫
祭
、
ナ
イ

ト
ウ
オ
ー
ク
な
ど
、
テ
ー
マ
毎
に

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、
外
部
の
方
に
も
学
校

生
活
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
世
界
一
周
カ
ー
ビ

ン
グ
旅
行
を
終
え
た
卒
業
生
の

毒
の
i
O
a
（
飯
田
淑
子
）
先
生
の
実
演

と
旅
先
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
た
お
話
は
と
て
も
興
味
深
い

も
の
で
し
た
。

カ
ー
ビ
ン
グ
と
は
ナ
イ
フ
を

使
っ
て
果
物
や
野
菜
な
ど
に
装

飾
的
な
彫
刻
を
施
す
タ
イ
の
伝

統
的
文
化
の
一
つ
で
す
が
、
先
生

は
カ
ー
ビ
ン
グ
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
し
な
が
ら
、
世
界
各
地
を

回
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
現
地
の
人
々
に
無

償
で
作
品
を
贈
っ
た
こ
と
で
、

色
々
な
も
の
が
返
っ
て
き
た
と

い
い
ま
す
。
ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
で
は

な
く
ギ
ブ
＆
ギ
ブ
の
関
係
で
す
。

そ
し
て
、
現
地
の
方
か
ら
　
「
Y
O
に

J
a
＜
a
 
a
0
0
i
f
t
」
　
と
声
を
か
け
ら

た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
ギ
フ
ト
と

は
「
才
能
」
を
意
味
し
、
贈
り
物
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
「
神
様
か
ら
才
能
を
授

か
っ
た
ん
だ
ね
」
　
と
い
う
意
味

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
旅
で
先
生
は
何

か
技
術
が
あ
れ
ば
人
は
相
手
と

対
等
で
い
ら
れ
る
と
思
っ
た
そ

う
で
す
。
カ
ー
ビ
ン
グ
と
う
な
ぎ

調
理
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
が
、

技
術
を
身
に
付
け
れ
ば
ど
ち
ら

も
そ
れ
は
自
分
の
「
才
能
」
に
な

り
ま
す
。
新
京
会
に
は
海
外
の
お

店
か
ら
も
う
な
ぎ
職
人
の
紹
介

依
頼
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
職
人
を
目
指
す
若
い

人
材
に
は
ま
ず
技
術
を
身
に
付

け
て
い
た
だ
き
、
海
外
で
見
分
を

広
め
る
こ
と
も
貴
重
な
経
験
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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◆新規オープン
・2月16日（木）

つきじ宮川本店
ラスカ平塚店
神奈川県平塚市宝町1－1－BIF
”博．0463－23－8038

・2016年11月22日（火）

志乃さき　吉祥寺店
東京都武蔵野市吉祥寺南町
2－25－10　（水・木休）

瞭I．0422－26－8839

◆お悔やみ
・2月28日（火）

会員　佐々木信一さん
享年　63歳

謹んでお悔やみを申し上げます

◆喜楽会（ゴルフコンペ）
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維持柵 茜マリアナ鵜 ���億 ．1∴l： 

＜　日本料理研究会の会員登録＞ 
会費：年間12，000円（購読料含） 

（初年度のみ12，500円／500円は入会金） 

特典 
1．月刊「日本料理」を毎号お届けします 
2，本格的日本料理レシピ検索＆情報共有 

ポータルサイト「日本料理研究会レシピる！」 
の仝コンテンツが見放題です 

3，日本料理研究会が実施する講習会に割引価格 
で参加できます 

会報誌「新京ファミリー」は業界発展のため溝力的に取材活動を行います。ご意見、ご要望などございましたら

編集部にご連絡ください。

轡慮繍「大江戸」糠底

〒103－0023

東京都中央区日本橋本町4－7－10
TEL：03－3241－3838

日本橋「いづもや」の

宮川貴行さんです。

2017年（平成29年）の土用丑の日は 

7月2580と些日eつ 

▲
e
前
窮
余
洗
争
論
一
（
ユ
ー
ス

新
高
…
調
理
士
会
が
取
り
組
山
で
い
る
、
江
戸
前
蒲
焼
き
の

P
R
活
動
平
取
リ
m
組
み
を
、
態
々
な
切
り
口
で
ご
鯉
〔
出
し
ま
す
。

東
京
鰻
蒲
焼
商
組
合
主
催

「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
　
開
催

2
月
1
日
、
銀
座
の
「
三
笠
会

館
」
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
2
9
年

新
年
賀
詞
交
歓
会
」
で
の
お
話
を

い
く
つ
か
ま
と
め
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
の
本
川
一
書
顧
問

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
生
態
に
つ

い
て
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
こ

と
を
あ
げ
、
次
回
、
2
0
1
9
年

ス
リ
ラ
ン
カ
で
開
催
予
定
の
ワ

シ
ン
ト
ン
条
約
締
約
国
会
議

（
C
 
O
 
p
1
8
）
で
、
附
属
書
に
掲

載
さ
れ
な
い
よ
う
国
内
池
入
れ

量
の
管
理
な
ど
を
適
切
に
進
め

な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
4
カ
国
に
お

け
る
国
際
的
な
資
源
管
理
の
枠

組
み
作
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

自
民
党
の
片
山
さ
つ
き

参
議
院
議
員
（
全
蒲
連
顧
問
）

う
な
ぎ
文
化
を
広
め
る
こ
と

と
、
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、
飲

食
店
は
原
則
禁
煙
、
喫
煙
室
の
み

喫
煙
可
と
い
う
法
案
に
つ
い
て
。

こ
れ
で
は
地
方
商
店
の
事
業
継

続
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。

受
動
喫
煙
防
止
を
行
う
う
え
で

も
、
費
用
負
担
の
支
援
な
く
、
一

方
的
に
決
め
る
こ
と
は
や
め
て

ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
た
い
。

東
京
鰻
蒲
焼
商
組
合
の

富
田
蓮
右
衛
門
理
事
長

今
年
は
シ
ラ
ス
が
順
調
に
と
れ

て
い
る
が
、
す
ぐ
に
は
相
場
は
変

わ
ら
な
い
。
東
京
蒲
焼
商
組
合
の

メ
ン
バ
ー
と
い
う
看
板
を
掲
げ

て
、
先
代
よ
り
続
い
て
き
た
蒲
焼

屋
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
が
自
信
を

も
っ
て
商
い
を
し
て
行
き
た
い
と

田
ビ
ワ
。

二
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
一
生

轟
な
嘩
1
日

一
一
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
、
5
年
か
ら
帖

年
間
、
河
川
や
河
口
域
で
生
活
し

た
後
、
海
へ
下
り
、
日
本
か
ら
約

2
0
0
0
キ
ロ
離
れ
た
マ
リ
ア

ナ
諸
島
付
近
の
海
域
で
産
卵
。

日
本
料
理
研
究
会
と
は

日
本
料
理
技
術
の
研
究
・

向
上
の
た
め
に
「
月
例
料
理
展

示
会
」
や
「
月
例
料
理
講
習
会
」

を
毎
月
開
催
す
る
ほ
か
、
技
術

を
競
う
「
全
国
日
本
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
主
催
。

加
え
て
「
伝
統
的
料
理
技
術

の
保
存
、
伝
承
、
新
た
な
素
材

の
活
用
」
な
ど
を
目
的
に
、
独

自
に
取
材
、
編
集
し
た
「
月
刊

日
本
料
理
」
を
毎
月
送
料
無
料

で
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
ご
参
加

い
た
だ
け
る
な
ど
様
々
な
特

典
が
あ
り
ま
す
。

二
十
歳
の
時
に
こ
の
業

界
に
入
り
、
今
年
で
九
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
職
人
の
方
の
仕
事
を
見

る
た
び
に
良
い
刺
激
に
な

り
、
ま
だ
ま
だ
自
分
は
未
熟

だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

大
江
戸
は
忙
し
く
大
変
で

す
が
、
と
て
も
良
い
経
験
が

で
き
て
い
ま
す
。

昨
年
に
は
娘
も
生
ま
れ
、

ま
す
ま
す
仕
事
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘

れ
ず
、
一
人
前
の
職
人
を
目

指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。


